
令和 8年度秋田大学医学部医学科授業計画

分 類：臨床医学 III
授業科目名：外科治療と周術期管理（Surgery and Perioperative management）
対 象 学 年： 4年次必修
時間割コード： 71633026
開設学期等：第 11週～第 12週
単 位 数： 0.5

1. 主任教員

今 井 一 博 (教授、胸部外科学講座　・内 6132)

2. 担当教員

今 井 一 博 (教授、胸部外科学講座　・内 6132)
有 田 淳 一 (教授、消化器外科学講座・内 6213)
中 嶋 博 之 (教授、心臓血管外科学講座・内 6135)
佐 藤 雄 亮 (病院准教授、胸部外科学講座・内 6132)
矢 野 道 広 (講師、小児科・内 6273)
奈 良 美 保 (講師、輸血細胞治療・移植再生医療センター・内 6116)
脇 田 晃 行 (講師、胸部外科学講座・　内 6215)
大 塚 直 彦 (助教、消化器外科・　内 6126)
桐生健太郎 (助教、心臓血管外科・内 6135)
田 村 真 通 (非常勤講師、秋田県赤十字血液センター　所長)

3. 授業のねらい及び概要（学修目標）

1. 一般目標 (GIO)
・外科的治療と周術期管理の基本を学ぶ。

・食事と輸液療法の基本を学ぶ。

・医療機器と人工臓器の基本を学ぶ。

・輸血と移植の基本を学ぶ。

・基本的臨床手技の目的、適応、禁忌、合併症と実施法を学ぶ。

2. 到達目標 (SBOs)
1)手術の危険因子を列挙し、その対応の基本を説明できる（3-1～3-3，3-5）。
2)主な術後合併症を列挙し、その予防の基本を説明できる（3-1～3-5）。
3)創傷治癒機転とそれに影響する因子を説明できる（3-1～3-5）。
4)補液、経静脈栄養と経腸栄養の適応、方法と合併症を説明できる（3-1～3-5, 5-2）。
5)主な医用機器と人工臓器の種類と原理を概説できる（3-5，5-2）。
6)輸血の適応と合併症、交差適合試験、血液製剤の種類と適応を説明できる（3-1～3-5, 5-2）。
7)同種輸血、自己輸血、成分輸血と交換輸血を説明できる（3-1～3-5, 5-2）。
8)臓器移植の種類と適応を説明できる（3-1～3-3, 5-2～5-3）。
9)採血の手順、部位と合併症を説明できる（4-6, 5-2）。
10)清潔と不潔の区別を説明できる（4-6）。

4. 教科書・参考書

標準外科学（医学書院）参考、WEBクラスで講義資料を配信します。

5. 成績評価の方法

出席状況および授業態度、統一試験の成績により評価します。
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6. 授業時間外の学習内容・その他・メッセージ

「標準外科学」、配布資料で予習・復習をしてください。

2



講義内容・具体的到達目標・学修目標

開講月日 時限 授業形式 講義内容・具体的到達目標・学修目標 担当教員 場所

1
6月 15日

(月) 1-2時限 講義

テーマ：肝臓手術
学修目標：肝臓の手術の方法と工夫について学ぶ。
到達目標：肝切除の手順と術後の注意点について説明
出来る。

有田淳一 多目的室

2
6月 15日

(月) 3-4時限 講義

テーマ：膵臓手術
学修目標：膵臓腫瘍に対する術式と臓器の特性につい
て学ぶ。
到達目標：膵頭十二指腸切除と膵体尾部切除の手順と
術後の注意点について説明出来る。

有田淳一 多目的室

3 6月 15日
(月) 5-6時限 講義

テーマ：大動脈疾患
（学修・到達目標）
1)循環器疾患の病態生理を説明できる。
2)循環器疾患の症候と診断を概説できる。
3)循環器疾患の治療と予後の要点を説明できる。

桐生健太郎 多目的室

4
6月 16日

(火) 1-2時限 講義

テーマ：外科的基本手技、外科的感染症
（学修・到達目標）
１）手術の危険因子を列挙し、その対応の基本を説明
できる。
２）基本的バイタルサインの意義とモニターの方法を
説明できる。
３）主な術後合併症を列挙し、その予防の基本を説明
できる。

今井一博 多目的室

5
6月 16日

(火) 3-4時限 講義

テーマ：呼吸器外科のガイドライン
（学修・到達目標）
呼吸器外科の基本的臨床の目的および最新の診療と適
応、禁忌、合併症を学び、考え方を理解できるように
する。

今井一博 多目的室

6
6月 16日

(火) 5-6時限 講義

テーマ：動脈硬化と外科
（学修・到達目標）
1)動脈硬化に起因する脈管疾患の診断法・病態生理を
理解し、鑑別することができる。
2）予防医学の重要性と内科的・外科的治療について
の理解を深める。

中嶋博之 多目的室

7 6月 18日
(木) 1-2時限 講義

テーマ：血液に係わる法規、輸血と移植
(学修目標)自分に必要な課題を発見し、重要性に照ら
して解決できる。
(到達目標)献血の理念と仕組みを説明できる。

1)血液事業の概要を学ぶ。
2)献血の種類を説明できる。
3)輸血療法関連法規の概要を理解する。

田村真通 多目的室

8 6月 18日
(木) 3-4時限 講義

テーマ：輸血の実際と自己血輸血
(学修目標)自分に必要な課題を発見し、重要性に照ら
して解決できる。
(到達目標)献血の理念と仕組みを説明できる。

1)自己血輸血の種類と適応を説明できる。
2)各種自己血輸血法の利点、欠点を理解できる。
3)輸血療法の実際を学ぶ。

田村真通 多目的室
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講義内容・具体的到達目標・学修目標

開講月日 時限 授業形式 講義内容・具体的到達目標・学修目標 担当教員 場所

9 6月 18日
(木) 5-6時限 講義

テーマ：小児への輸血
(学修・到達目標)
1)輸血治療に関する小児の生理的特性を理解する。
2)小児への輸血実施について、インフォームド・アセ
ントの意義を理解する。

矢野道広 多目的室

10 6月 22日
(月) 1-4時限 自主学習

テーマ：　
　

　 多目的室

11
6月 22日

(月) 5-6時限 講義

テーマ：腹部術後合併症、周術期管理
（学修・到達目標）
主な術後合併症を学び、その予防の基本を説明できる。

大塚直彦 多目的室

12
6月 23日

(火) 1-2時限 講義

テーマ：食道癌手術と合併症
（学修・到達目標）
1) 食道癌術後合併症を列挙し、その予防の基本を説
明できる。

佐藤雄亮 多目的室

13 6月 23日
(火) 3-4時限 講義

テーマ：外科と栄養、外科と免疫
（学修・到達目標）
1)補液、経静脈栄養と経腸栄養の適応、方法と合併症
を説明できる。

脇田晃行 多目的室

14
6月 23日

(火) 5-6時限 講義

テーマ：人工臓器
（学修・到達目標）
1)医用機器と人工臓器の基本を学ぶ。
2)主な医用機器および人工臓器の種類と原理を概説
できる。

桐生健太郎 多目的室

15
6月 25日

(木) 1-2時限 講義

テーマ：輸血療法の概要と検査
(学修目標)自分に必要な課題を発見し、重要性に照ら
して解決できる。
(到達目標)血液型検査、不規則抗体検査、交差適合試
験を説明できる。

奈良美保 多目的室

16
6月 25日

(木) 3-4時限 講義

テーマ：血液製剤の種類と輸血
(学修目標)自分に必要な課題を発見し、重要性に照ら
して解決できる。
(到達目標)血液製剤・血漿分画製剤の種類と適応を説
明できる。

奈良美保 多目的室

17
6月 26日

(金) 5-6時限 講義

テーマ：輸血副作用と対策
(学修目標)自分に必要な課題を発見し、重要性に照ら
して解決できる。
(到達目標)輸血副反応、不適合輸血の防止手順を説明
できる。

奈良美保 多目的室
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